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具志原貝塚西区（東より望む）

西区F26グリッドの層序 アンボンクロザメ貝の集積
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はしがき

津縄本島北部、本郎半島の西あよそ10kmの

洋上に低く長く横だわり、中央に突き出だ岩

山をもつ島ガ伊江島である。はる力‘還くから

望見しても強い印象を受けるその島影は、島

伝い航路の原始時代にあっては確力な指針と

なつだことであろう。

伊江島は原始時代の遺跡万多いことで知ら

れる。：中縄の数少ない先エ極 Cl日石祀）時代

遺跡5ケ所のうち2ワ所はこの島にあり、縄

文時代後期方ら弥生時代相当期にガけての貝

塚ガ10余箇所も分布している。印江島の遺跡

遺物をとおして知蝿原始時代の基本的な様相

を把握可ることガできるのである。

島の遺跡のほとんどは南屈岸に位置百る。

これは北粗岸ガ急厘で氾は深く、生活に適し/

ないのに対し、南詞は低平な陸地と長大な砂

丘そして遠浅の棚覇礁ガ発達し、きわめて好

適な生活環境を有していることによる。

異志原貝塚も島の南汀岸、印江港に面した

砂丘に形成されている。 1963年の発掘で沖縄

で初めての移入弥生土祀（山ノロ式）ガ発貝

され、九州との交渉を明らかこしだ記念dベ
き貝塚である。今回の謁査においても新たに

免田式土祖ガ検出され、いっそう重要な懸義

をもつ遺跡であることガ判岨しだ。

合詞の調査は採砂計画に伴う緊急発掘であ

ったガ、重要な遺構・遺物の出エガ相次き、

その適切な保存策を検討可るだめに一時中断

可ることとなっだ。本文に紹介するように、

具志原貝塚はその文化層、遺跡の構成（立地

や遺構など）、遺物の全般にわたって豊力な内

容をもち、原始江縄を展望可るうえでも代表

的な遺跡であるといえる。その概略は次の点

に要約される。

第一に囲罰礁のラワーン（礁湖）を生業の

場と可る氾岸砂丘地への居住という、知編の

貝塚時代後期の花り万をよく示している。

第二［ここれまで縄文後期力‘ら始まるとされ

ていだ印江島の貝塚時代を、室川下層式、条

顎文上招などの出土によって縄文前期にまで‘

押し上げると共に、後期・晩期さらに弥生時

代相当期と続く岨快な文化層の書なりガ見ら

れる。

第三に弥生時代相当期（；申纏貝塚時代後期

前半）の層に、北力‘らもだらされだ九州弥生

時代の免田式エ桑ガ伴ない、力‘つ九州へ移出

されだとされるゴホワラ貝腕輯の類例や素材

も豊富に出工していることから、彼我の交渉

史がいっそう明らかになってきだ。

第四に原始社会の生汚の様椙を具体的にイ

メージさせる多様な種類と形態の用貝・装身

具などガ見られるほか、隣接して埋葬人骨の

集中ガ確認され、集落と墨域の空間的関係万

把握されだ。 （安里嗣淳）

PL.1 伊江島中央部を南洋上より望む
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Fig.1 伊江島の位置と遺跡分布
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Fig,2 具志原貝塚付近の地形
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Fig.3貝志原貝塚の推定範囲と一帯の地籍
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調査の経過

発掘胴査は8召和59年4月23日力も同年8目

31日までと、同年12月21日方ら8召和60年1月

25口までの二度に亘り実施した。一双胴査は

採砂工事に係る緊急発掘であつだガ、後述弓

るように保存良好な遺物包含層や遺構ガ検出

されだために調査を一時中断し、後日遺跡保

存を目的としだ阿辺部の確認調肖（二次襲歪）

を実施した。以下、関酉経過について述べる。

発掘区は Fig.4に示しだとありで、一双闊

百では村直に沿つて基準ラインを設定し、 2

m四万を単位としたワリッドを組んだ。東西

ラインは北力‘らア）レフ戸ベットを、南北ライ

ンは西方ら算用数字で表わした。グリッドナ

ンバーは南西隅の交点で据示し、 C-3、D

-4等としだ。周辺部については各謂査区に

それぞ臼王意のドレンチを設定しだ。

一次調査は採砂予定地の西半部力ら間始し

だ。発掘刀迂むにつれて、遺跡の予想以上の

広刀りと保存良好な潤物包含層及び遼構万確

認された。また、遺物の包含量も著しくVII層

に達可るまで力なりの口程万費やされだ。そ

こで、 VII層以下の状況を確めるだめにC-8

.gワリッドを試掘しだ結果、さらに10枚の

麗序ガ確認されだ。最下層に知縄早期（縄文

前期相当）、その上に前・中期（縄文後・8免期相

芸）、間唇を狭んで後期（弥生中・後期相当）

の文化願ガコーバーラッフ゜しだ複合遺跡であ

ることガ判明しだ。まだ、遺物も膨大店主蕊

貝類をはじめ多種多様な貝製吊、骨製吊、石

桑等ガ出土しだ。

このような状況下において＼遺跡保存の立

場力ら一時発掘を中罰し、周辺への広がり及

び保存状態、編年的位置づけ、性格の把握等

を目的に8召和59年12□21日力ら再調舎を実施

した。前己調酉区の東、南、北側にトレンチ

を設けて発掘しだ結果、東区は前回の調査区

にほば対応百る遺物包含層ガ確認できだ。南

区では人骨ガ数体検出され、それと共にエ略

や有孔メンカオ、有孔イモ万イガ副葬昂とし

て出土しだ。土墨型式より沖縄後期に位置づ

7-

けられるもので、該期の墓制のあり万はもと

より集落址との対廊関係ガ把握できだ。北区

は地形的にも力なり低く、後期には Back

marshガ形成されていだものと考えら校だガ、

-00に砂丘の惟積ガみられ、沖縄前期の包含

層ガ確認できだ。 （玉城朝健）

一次調査

二次調査

PL.2調査状況



層序

緊急贋白の際の西区 (12ライン以西）にお

いて17枚の居序万確認された。 XII層まで江縄

後期（弥生相当期）、その下に周中期（縄文

説期）、前期（縄文後期）、早期（縄文前期）の

包含雇ガ整然と娃積し、稀にみる複合遺跡で

涜ること刀判明しだ。その後、確認網肖で束

区 (F-25・26ワリッド）を発掘した結果、

西区において確認されだ知縄後期の層序はほ

ば対応関係に⑦るガ、中・前期の文化届は欠

落している。最下層力も条胆文エ萎ガ出工し、

早期の文化麗は当該区きで延びていることガ

確認されだ。まだ、犀オ旨定史跡地にあいても

層序確認のために試掘 (Iトレンチ）しだ。

本区は1963年と1970年に故友寄英一郎氏（流

球大学）万中心となって発掘調査を実施しだ

地区で、その際の発掘トレンチ (3カ所）に

対応dる力‘たちで北西隅に2.5X6mのトレン

チを設定した。その結果、地山も含めて10枚
の層序ガ確められ、うち文化顧は2枚（い可

杓も沖縄後期）力らなっている。 1970年の闊

百で最下層力ら赤迎系エ招（室川下層式エ裾）

ガ出上しだとのことで⑦るガ、合回の調査で

は1点も得ら杓な力つだ。

以下、各調査区における層序について略述

百る。なお、 F-25・26については西区の厨序

と対応関係にあるだめ割愛し、函示(Fig.6 

上）可るに留める。

西区 (Fig,5)

Ia層（灰褐色砂屈）

耕作上で20-40cmの厚さを有し、調査区全

面を被覆可る。後期土抱と共に後代遺物を含

む。

I b居（白色砂層）

暦厚は20-160cmあり、北側で最も厚い。

無潤物層である。

II層（茶網色混貝砂層）

層厚は30~50cmil5り、南側で最も厚い。シ

ャコカイやリラリバテイなどの大型貝ガ著し

く、上萎等も多量含んでいる。

-8 -

Ill層（口色混貝砂麗）

層厚は20~50cm215り、遺物は比較的少ない

万復元可能な大形のエ祀片万□立つ。貝の集

積遺構ガ 1基検出された。

N胴 (8音褐色混貝砂屈）

層厚は30~60cmあり、遺物を最も多く含ん

でいる。弥生］桑を若干含む。

v層（淡黄屈色砂属）

雇の状況はIll層と同様である。貝の集積遺

構も 1基検出された。

VI層 (8音褐色混貝砂層）

層厚は20cm前後と相対的に薄い万、遺物の

包含量は著しい。知繹に産しない鉄鉱石刀数

点出工しだ。

Vll層（黒色混貝砂層）

20~70cmの厚さを有可る。灰刀多量に混入

している。床面において貝の集積 (7基）や

工拡、柱穴等の遺構ガ検出されだ。

VIII雇（淡黄褐色砂層）

層厚は20~30cmと薄いガ、土指等をわりと

含む。弥生上相（免田式等）も比較的まとま

って出工。カラス製小玉も1点出工した。

IX麿（黒色混貝砂届）

Vll涵と同様に灰の混入ガみられ、しまりの

涜る硬い麿である。謳厚は20cm前後と薄い。

x胴（白色混貝砂層）

層厚は20~30cmと薄いガ、遺物の包含量は

多い。

XI層 (8音褐色‘昆貝砂属）

他の混貝砂謳に比べて貝の置は極めて少な

い。層厚は20~40cmを有可る。

XII層（黒色砂層）

20~30cmの層厚であるガ、遺物の包含量は

比較的多く、大形のエ祀i=;--tJ"目立つ。

Xlll暦（口色混軽石砂磨）

層厚は20cm前後で、軽石を多量含む無遺物

層で涜る。本層を罠に上層は弥生相当期、下

層は縄文相当期に区分できる。

XN層（茶掲色砂謳）

層厚は130cm前後と厚く、；中縄早～中期の土



招万混在している。貝類等は比較的少ない。

XV暦（黒色砂層）

靡厚は20cm前後と薄い万、；中蝿早則（縄文

前期相圭）の単純層である。

XVI居（茶褐色混土砂涵）

膚厚は10cm前後と薄く、地山への移行涵で

涜る。室/II下居式土黍や条胆文エ担力若干陥

入している。

XVII暦（赤屈色工雇）

いわゆる地且lで、島尻▽ージと騨ばれてい

る罰球石灰岩の凰化土で涜る。

東区 Iトレンチ (Fig.6下）

1暦 (8音褐色砂胴）

硯耕作主で後代遺吻と共に若干の後期工室

片を含む。

2層（橙褐色砂麗）

雹エされだもので、遺吻をほとんど含きな

し＼。

3居 (8色砂麗）

層厚は平均60cmと厚い方後代煩物も若干含

む。本磨吉では隠乱麿で涜る。

4麿（黒飼色砂暦）

旧表土と考えられ、遺吻をはとんど含きな

い。層厚は40cm前後である。

5属（黒］易色混貝砂層）

サラサバテイやジャコ刀イなどの大型貝と

丁樹を多量含むフライ▽ローな包含胴である。

暦屡は50cmと比較的厚く、中位の一剛こ灰胴

力みら杓る。広田上麿タイフの貝札とコ‘ホワ

ラ袋貝輌万出丁。

6麗（口色砂隣）

いわゆる間層を呈可るもので、遺物はほと

んど含まない。

フ編（淡黄褐色砂麗）

層厚は20cm前後で遺初の量は比鮫的少ない。

8層（黒掲色混貝砂層）

2枚已の文化属であるtJ,5層1こ比べて大

型貝刀少なく、エ墨も茜干巽なっている。

9暦（茶厨色混上砂層）

期山への移百雇である。土墜等の陥入万み

られ、上祁にあいてゥ＝の詞万集中して出エ

している。

10層（赤褐色エ層）

いわゆる地山で、島尻マージとよばれる旧

球石灰岩の風化工。 （玉城朗健）

11ライン東壁

F -25・26北壁

F-26東壁

--9 PL.3土層壁面
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遺構

一次贋査にあいてイモ刀イ（アン穴ンワロ

ザメ）、マ刀キ刀イの集積や炉且、丁拡、柱穴

等の遺構万検出されだ。二次調査では南区に

おいて知纏後期の墓地ガ確喜忍されだ。

生汚址（居住地域）における遺構はIII層（炉

鼠・貝集積）、 V層（貝集積）、 V1]層（貝集積・

士広・柱穴）で検出さ刀だ万、ここではVII層

の遺構について述べる。 Fig.7、81こ示した

とおり貝の集積万7基検出され、うち5基(3
号~7号）はイモカ、イ、 2基 (8.g号）は

マカキ刀イの種構成で涜る。 3・4号は径40

~50cmの範判に50~601固のイt万イを4段に

積み上げ、殻戻部を知則に向けて円形に配列

している。 5・6号屯慰数は少訊＼ガ岡様店

配別で2段に積み、後者は中央祁に 1枚のシ

ャコ刀イを覆つている。 7号は配列ガ異なり

4囲のイモ万イの殻］頁祁を一万向にして積み

上げている。いげれも掘り込みはみられ可、

床面に直接積み上げだようである。 8・9号

も殻頂郎を外i則へ向けて円形に配列している

ガ、床面を若干掘り込んで、その中に整然と

並べている。

工i凪は径2mの円形プランをなし、深さ50

cmの迎円錐形を呈可る。 t広中からエ祖やだだ

き石、ヤコウ刀イ製匙の未型呈貝類などガ

出土している。

柱穴は貝の集椙、土巫をとり屁む力だちで‘

周辺部に見受けら肛る。同時貝月のナ刀ラ原西

貝塚の例力も可ると、はば長万形のプランを

呈汀ると考えられ、伺ら刀の施設万あったこ

とガ窺える。

南区では2枚の層力‘ら人骨万検出されだ。

已g gはIドしンチのもので、 5麿（白砂）

において検出されだ。 1j本分で、人曇の状態

より仰恥屈葬であること刀考えら杓る。頭は

ほば車に向き、足元と石肩付近に殻l頁部を穿

孔しだイモ万イ（アン爪ンワロげメ）ガ副葬

されている。土祀等の出土ガなく、現時点で

は時期決定できないび砂丘の惟積状況より

先史時代のものと思われる。

Fig 10に示したものはIIトレンチ7層で検

出されだものである。人骨はかなり散舌しし、

頭謡骨は1点であるガ、四肢骨より3~4体

分であることガ判る。まだ、副葬吊として士

桑（；巾縄後期）や有孔メンカイ (86枚）、貝類

万散見できる。特に有孔メン万イの副葬例は

渡名喜島の西屈原遺跡に次ぐもので、この時

期の葬制の一端を窺い知ることのできる貴重

な事例である。

人曇の形質的な特徴については専門家の鑑

定を待って検討しだい。 （岸本義彦）

遺

PL.5 VII層の遺構（西側より）

-13-
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PL.6検出されだ遺構
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遺物

土器

約500m'の発掘により鰐しい量のエ桑万出

.::tしだ。実数は資料整理ガ途中のだめ把握し/

てないか底部資料の出土量 (640点余）力‘ら

でも合きでの調査で例をみない数戸で、それ

も調色区のほとんどガVII層面で停めているこ

とより、なあ聾富な埋蔵量ガ推察できる。志

た、 3ヵ所にあいて居序確認のだめに地山志

で完掘しだ結果、本遺跡の時期的な面万確め

られだ。前I頁で迎べだ居序とエ裾型式より本

遭跡ガ4時期に区分され、それぞれ刀複合し

た状態で形成されている。

4期の文化期とは、最下層の条霰文・室）II 

下層式丁零単独の江縄早期（縄文前期相当）、

その上に印波式・室川式土墨王体の沖縄前期

（綱文後期相当）、さらに宇宿上麿式•宇佐浜

式」招等の沖縄中期（縄文8免期相当）、閻層を

狭んで無文尖底土祀を主体とびる知縄後期

（弥生中～後期相当）である。

沖縄後期工指に伴つて弥生工祖万出土した

ことも大きな特徴である。特に「免田式エ祀」

は宇堅巨塚に次いで2例目の検出で、比較的

まと吉つだ資料である。

以下、各時期の主要士祖について略述芍る。

なお、弥生主萎については項を別にして述べ

る。

Fig. 11 条痕文土器

-20~ 

沖縄早期の土器

C-8・9ワリッド及びF-26ワリッド最

下囲力‘ら出土したもので、条霰文・室川下層

式土萎の範闘にはいる資料である。 Fig・11

に示したものは口縁巫資料で、招表面に般且い

条痕と横位に展開可る竹管文を施している。

内面は条痘をナデ）肖し、その後に口縁部付近

に2条1組の線文を施している。これらのエ

圏讀量的に少ないガ、全体的な特徴ガ伊平屋

島の久里原貝塚最下麗力‘ら出土した条担文土

裾に類似している。

PL.7条痕文土器

I I 



沖縄前・中期の土器

c-8•9ワリッドの試掘により得られた

もので、量的には僅少である。その主要な資

料を PL.8に示しだ。いびれも小破片で全形

は窺えないガ、文様や口縁郎の形状より伊波

式エ指、室川式上裾、宇宿上麗式上萎の深鉢

形をな可ものである。写真在上の伊波式丁指

は口縁に二条平行短沈線を横位に2組施して

いる。その下方は無文になっているガ、いわ

ゆる中位の文様帯を空口部に可るタイプと思

われ、る。

PL.8伊波式土器等

沖縄後期の土器

II麗力‘らXII麗ぎでか甲縄後期の包含暦で、

土樹の出エ量ガ詑しい。裾種は PL.9に示し

た無文の尖底深鉢形ガ圧儀的であり、その他

に壺形、甕形、浅鉢形、ミニチュ／土祀など

万ある。ここでは上祀全体力‘らみれば数少な

いガ、特徴の⑦る有文上圏こついて述べる。

なお、底部資料については一括して後罰可る。

文様は淫文と沈文に大別でき、それぞれ文

様構成においていくつ方のバリエーシコンガ

みられる。浮文ワループは2条1組の縦位の

貼付文、いわゆる鞍状凸帯と称される文様ガ

顕著である。他に鞍状凸帯の変容形と考えら

れるU字状、迎U字状、円形などの貼付文万

あり、凸帯に刻目や凹線を施可のも若丁みら

れる。志た、横位の凸帯文も僅力なガら見受

けられる。沈文ワルーフには口縁に縦位もし

くは斜位の短い口線文を施けものガ多く、各

暦位力‘ら出工している。他に曲線文や不定形

の綜文、横捺刻文など万ある。 PL14の左上

に示しだVII屈のエ招は絵画様の線文を施し、

従来の後期土相に貝られない手法である。

それらの主要土樹を各層ごと写真に示しだ

ガ、層位間の文様の変化はほとんど貝られな

い。本遺跡の後期の文化層は7枚力らなるガ、

それほどの時閻差はないものと考えられる。

まだ、合囮示し得な方った資料も含めて土担

全体を概観可ると、本貝塚の西万約2間に位

酋可るナ万ラ原西貝塚のそれに酷似可るよう

である万、規時点で両者の相関関係は判然と

しない。そのことは本報告に委ねることにぴ

る。 （岸本義彦）

PL.9無文尖底土器（外耳）

PL.10ミニチュア土器
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PL.11 上： II層の土器

下： III層の土器
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PL.12 左： W層の土器

右： V層の土器
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PL.13 ..t: VI層の土器

下： VII層の土器
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PL.14 左上： VII層の土器 右上： VI[層の土器

左下： lX層の土器 石下： XI層の土器
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底 部

合回の調査で得られだ沖縄後期工祀の底部

資料は643点以上である。底部は土裾の固体

数と密接な関係ガあること力らほとんどぬき

だし、それらを層位別、形態別に分類集計を

試みだ（丁able1)。
形態的な面から尖底、丸底、平底、脚台、

特殊の5とおりに分類し、それぞれをタイプ

別に細分しだ。各タイプの特徴を列記可ると、

Aは砲弾状の尖底をな可もの。 Bはいわゆる

乳房状尖底と称されているもの。 CはBの底

面を押しつぶしだ形になるもの。 DはCの底

面を押しあげ、若干の上げ底を呈可るもの。

Eは丸底をな可もの。 Fは立ちあガりの角力ぐ

なく、丸底的な平底を呈可るもの。 Gは立ち

ぁヵfvJカ『巨になるものであるかいわゆる＜

びれ平底とは形状を異にける。日は脚台状を

呈可るものである。

それらを担種との関係で合までの成果より

分類可ると次のとありになると考えられる。

甕形工萎 G・ 日
Table 1 

深鉢形土釜 A・B・C・D・E・F 

浅鉢形土柑 A・D 

壺形土裾 A・E 

タイプAは甕形を除く3裾種ともにみられ、

より詳細な検詞ガ助要であるガ、その他のタ

イプに関しては担種分類ガ比較的容男である。

数量的にはタイプC・A・Bガ圧i倒的に多

く、タイプ0も含めだ尖底ワルーフ゜万全体の

88.4%を占めている。このような領向は沖縄

後斯遺跡における土招のあり万としてひとつ

の特徴を示可ものである。底郎をみだ限りに

おいて遺跡を分類弓ると、本貝塚のように尖

底万主体をなす遺跡、くびれ平底ガ主体をな

可遺跡、両者ガほば同数出上可る遺跡の3と

おりになる。そのことガ時期差を示している

と考えられているが合だ確定的な情況証拠

は把えられてない。だだ、弥生土指の出工し

ている遺跡のほとんどガ尖底主体であること

はひとつのメルワマールになると考えられる。

（岸本義彦）
後期土器底部の類別集言t
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タイプA タイプB

タイプC タイプD

PL.15 底 部 (1)
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タイプE タイプF

タイプG

タイプ 1

タイプH

PL.16 底部 (2)
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弥生土器

沖縄にあける弥生工祀の出士例は30カ所以

上の遺跡で確認されている力＼数例の上祀を

除いてはとんどガ娯玖系山／口式丁樹（弥生

中期後半）である。合回の調査で検出されだ

ものは量的に少ないガ、いわゆる「免田式土

指」と称さnているものガ比較的まとまって

いる。その他の弥生土樹も含めて王要なもの

を層位別に示したのガ Fig.14である。

本置跡の弥生相当期の層序は間層も含めて

12枚力‘らなっている。うち弥生工指が出上し

だ層位は、 II・III・N・Vlll・IX眉である。型

式名の判別可能な資料は前記しだ「免田式上

字」のみで、他は騨細な比較検討を待だ勾ば

ならない。以下、弥生土桑について圏単に説

明苔る。

免田式エ祖は百べて小片の胴巫資料で全形

は窺え店い万、賑られだもの方ら特塑を列記

びると次のとおりになる。祀形は Fig_14の

1 .12のコー｝ー剖分より、稜綜は明院でない

ガいいゆるソロバン玉形の胴祁を呈し、いく

ぶ履剛長になる。口縁団及び底巫の資料はな

く、それぞ打の形状は不由である。釜面調整

の刷毛口は消えきらす残っており、裏面の関

整は雑である。文様は肩郎の凹線(4・5)、上

伺きの重弧文、コーナ一部の横位沈線と縦位

及び斜位の刻□刀確言忍できる。下向きの重弧

又は貝出言ことガでき店い。それらの文様は

単ベラ状のエ具で施され、重弧文も数条単位

のものは芍く、可べて単線により描力‘れてい

る。色調は3・8・12など表面ガ亦味を帯び

るもの、黒厨色を呈可るもの(1)、桃日色を呈

可るものガある。裾壁は5を除いて比較的薄

手である。特筆弓べきものとして、胴のコー

ナ一部に小孔を有可る資料ガ涜る。 12ガそれ

で、一双穿孔と考えられる。九州の真料には

粗孔を穿つ例はあるが、本標呈のような穿孔

例はないとのことである（小田塞エ雄氏徊教

示）。

その他の弥生上桑としたものは小片可ぎて

嬰式名の判然としないものを一括した。 13は

~29-

甕形上苓の屁圏で、胎上中に金色の雲田ガ苦

しく含志れてあり他の土祖とは一見して異な

る。 14・19は刻□凸帯を有可るもので刷毛

已万よく残っている。 16・17・22は断面＝角

形の凸帯を有し、山／口式上指の範疇にはい

るものと考えられる。 18は壺形土桑の口縁音B

で、閉きより広口の壺になるものと思われる。

釜表面は刷毛目調整を施び。 20・21は脚部に

なるものと考えられる。

以J:::、弥生土萎1こついて麗単に述べてきた

ガ、最後に免口式上圏こついて概観百る。

診上畢は熊本景の人吉忍期を中心に分布を

示可もので、型式名も球磨郡免田町の「免田」

ガ標式1こなっている。これ志でに数多くの圏

査研究万なされているにもカカわらび、その

編年的位置づけや系譜の同題、性格づけ芍ど

ガ確立してないようである。そのことは、免

-~' 

Fig_ 12免田式土器出土遺跡分布

（吉永明「免田式土器研究史」より）



EB式土答のもつ特殊性を淳彫りにしだ感ガあ

る。可なわぢ、出エ状況刀募の1共献上桑とし

てはとんどであり、他の主桑との共伴関係万

よく判つてなく、落形も特異で洗緑されだ長

胴壺ガ多く＼先行・後続型式ともに判然とし

ないところにある。だだ、最近では出エ例も

増1JOい上附万弥生後期前葉に位酋づけら肛

ること万衆目の一致びるところである。まだ＼

型式学的なアフローチも癌んに試みられてい

るようである。

分布の範邸もFig.12に示しだように、 熊本

暇を中心に東・南九州一口はもとより屯美・

）、中縄の南島京で広範団に及んでいる。本直跡

出土の資料の生産地は判然としない万、言者特

徴刀鹿児巳の前拙遺跡や甑烏の中町馬場遺跡

のものに類似している。

祭祀儀礼用として特殊店性格を百百る診士

養刀南島の遺跡のそれも包含暦中力ら出土し

ていることは1可を意昧している力¥大きな問題

である。沖縄でも宇堅貝塚に双いで2例目で`

⑦り、それらの同題解明には類例資料の追加

を待だなければならない。 （岸本義彦）

~ 
疇 R不同

Fig_ 13九州各地の免田式土器

（緒方勉「免田式土器の編年」より）
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Fig_ 14具志原貝塚出土弥生土器
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PL.17免田式土器とその他の弥生土器
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石 器

罪縄後期の時期には石樹類、特に石斧の激

減万合までの調査成果で確認されている。本

遺跡もその例にもれす、約500m'発掘したわ

りに僅力5点の出土である。他の石担類とし

てだたき石、汀り石、石皿等万得られた。こ

こでは主要なものについて筒記可る。なお、

石質については未同定で⑦る力＼炉江島には

チャートと而球石灰岩し力‘産しないことより、

石丞のほとんどは島外力‘らの持ち込みである。

Fig.15の1は磨製の定角片刃石斧である。

刃邑は片面力‘らの砥ぎだしガ強く、鋭い切先

を有びる。一方向への刃こば肛かみられ、戸

ッズとして使用されだものと考えら訂る。同

園2は磨型の両刃石斧で⑦る。最終形態とし

て扉刃になっている万、再三の畠ぎ直しによ

るものである。わりと扁平ではあるか刃祁の

形状よりァッワスとして使われたと思われる。

同園3は六面使用のだたき石で、自然膜をそ

のまま利用している。両サイドは仄nる吉で

使われ、上・下両面の漬れも著しい。口闊4

は比餃的大型の自然翌を用いている。 3と同

様に六面使用のだだき石で、両サイドは若干

挟れている。表裏面の一部に使用剥屑角力ぐみら

mる。両標出とも知縄後期に普遍的にみられ

る石指で、漬れの状況より貝の割り処理や木

の実などの紛砕に用いらnたものと考えられ

る。 （岸本義彦）
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PL.18石芹・だだき石
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Fig_ 15石芹(1、2)・だだき石(3、4)
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骨製品

A. 骨針

イ／シシの緋骨を素材とした製品である。

言t9点の出土刀あり＼うち完形昂ガ5点で‘、

阻邑のみの破h刀1点、尖剖のみの破h万3
点である。

素闘の緋骨の遠位音闘を軸とし、その反対1則

在と万ら甘ている。素打力らくる制約上、扁

平店つくりで＼軸頭郎（よ骨鋼を欠失汀る。

この平だいバチ状になる醐隕部を加工し宜

孔汀る形態 (1、2)と、そのぎま残汀形態

C 3~5)とガある。

1は、詞の在石（こわげ力な隆帯を作り出して

いる。 （翌平勲）
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PL.19骨針・かんざし様骨製吊

B. かんざし様骨製品

ィ／シシ左膝骨を素材としたものである。

l頁祁上躙と左闘を欠失汀る。

素材の還位郎を軸とし、その反対側をヘラ

状に仕上げ、軸頭音邸には3つの孔ガ穿だれて

いる。そして＼穿孔さnた骨悩部の表面の残

存部は、巴凸に加工されている。

軸の断面は、頭剛則で楕円形に、その反対

闘にいくに従って円形を店していく。

M-5、V層の出工である。 （感本勲）
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Fig_ 16 骨針

0 3cm 
Fig_ 17かIvざし様骨製品 I I I I 
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貝製品

A. 貝札

日g.18の1.2はイモカイ科（おそらくアンボ

ンワロザメ万イであろう）の螺頭部に接しだ

最も幅の広い部分の体謳を長乃形に切りとり、

その外面に彫文を施したものである。

1は、幅5圃前後の帯文を上下罐に横走さ

せるとともに、その間にタスキ状の文様を薄

き彫りにしている。

表面あよび周縁とも研磨によって丁寧に仕

上げているガ、裏面は皿状になっているだめ、

素材その古まで光沢面を残し同縁部のみを伍

磨によって仕上げている。乳□色を呈可。

~
 
I
 

~
 
I 

戸 2

>~[:]
三 3

信汀〗
＇ 

〇:0 4 

□ 

5cm 

Fig_ 18貝札

K-11、N層の出土である。

2は、細線によって上下を区画しだ後、そ

の中の四隅に臣角三角形を涅力し彫りにし、

それに沿つて隅苅方形状に線彫りガなされて

いる。まだ、そのほば中央郎分に0.8cm長の

凸レンズ状の横線を施している。広田上層勺

イプに属百る。東区 IトレンチVII層の出土で

ある。

3は、長万形の長辺の中央部にW字状に快

りを入れ、四隅にl」I孔を穿つている。貝種は、

イモ万イ科等の巻貝力‘と思われるガ、判然と

しない。乳□色を呈可。 F-10 II層出土。

4は、 1.4X1.2cm、厚さ0.3cmの扁平店万

形をなd板状の型呈の中央よりやや上方に孔

を穿つだ製呂である。孔は、穿孔後、料位に

緩や力な角度で拡張している。

全面とも光沢を有百るほど入念店研麿によ

つて仕上げられているだ四素材については

判然としない。 L-10、VII層の出上である。

（盈本勲）

PL.20貝札

B. オオッタノ/¥ガイ多孔製品

刀オッタ,,/I ¥万イの殻I頁罰に、径2.4X3.25
cm大の子しを穿ち、さらにこの孔を中心として

左右は1江苅称に6つの紐を達可径2mm程のI」¥

さな孔を穿ったもので涜る。

中央の孔は、打ち失いたのみで⑦る万、履

郎の6つの小孔は、貝の表面の凸になつだ放

射防を研磨しだ後、内外面力ら細い錐状のも
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ので丁寧に宵孔さ

訂ている。また、

肋間の凹になつだ

郎分は、旧磨万行

き届刀び、自然面

を残し、原色を保

持している。ピー3

VII層の出士である(

勲）（器本

PL. 21オオッタノ／＼ガイ製多孔製品

-

、

1

,、

-
e
-

＼
‘@oo[ 

ノ
f
—
◎

J

＿ァニニ戸ゞ

Fig. 19 

5cm 

オオッタノI¥ガイ製多孔製品

C. 貝輯

素門として利用されている貝には＼刀刀べ

ッコワ万サ刀イ、力刀ツ勺／）＼万イ、イt刀

イ科（戸ンボンワロザメ万イ）、コ‘ホウラ＼

テンワ刀イ？万⑦る。

以下、累材別に略述汀る。

1 . オオベッコウガサガイ製

素関の殻］頁祁を打ち欠き孔周線に伍磨を

施し仕上げている。内外面は、累闘のままの

状態で特に加工の類跡は髯めら訂び、内面に

は貝狂特の真珠光沢万、外面には放射防を残

している。

孔の内径は、 4.9X4.0cm、島さ 0.9cmで涜

る。し ・M-10、VIII層の出工である。

2 ォォッタノI¥ガイ製

3点の出エガある。いび刀も殻I頁部を打割

後、内孔面を卵形に研磨を施して仕上げてい

る。

加工は、内面は累初の吉まの状態を残可万、

外面の孔周辺は比較的］寧に引磨仕上げ方店

さ訂ているものの、縁辺音Bに行くにしだ万っ

て素材時有の放射状の防を残し＼石升磨さ杓だ

閏分と、残された部分万網状の文様をな可。

孔内径は、 2ガ4.8X3.7cm、3万7.05X5.2cm 
4万8.0X5.7cmである。
各勾の出土区、層位は下記のとおりである。

2. M-12、II層

3. 0-6 IX層

4. 0-6 IX層

3. コホウラ製

コ` ホワラ刀イ［こよって甚作されだ国前は、

完成呈3点こ他に製作途中の未製吊万祖当

量出上している。

未製出 CFi g・20の9)

背酉郎を取り入訂だ 1点を図示しだ力、標

記のように背面あよび殻軸、外唇＼履面の

双加工としてのn割工程を完了させ得ている

ものは少なく、そのほとんど万中途段階にお

ける失敗作と思えるものガ多数を占めるよう

で涜る。

完成田 CFi g・20の5-7-8)
3点ともその利用部位、形態万異なる。

5は、肯面団を取り入れだもので、入念な

研磨によって仕上げら校ている。

欠損吊であるため、全体の形状については

不明である力、残存祁より唯万と内孔面は芭

丁角ばった感じの円形になると思われる。

幅は、全体的にやや細めで涜る万一定して

あり、 1.2cm前後である。

7、8は、腹面音炭を利用しだものである。

7は、打割によって成形しだあと、汎い復

郎をり升磨工程によって仕上げる万、次体層ま

ではゆきとど力汀素材面を残言。

螺頭邑閏および前溝付近は、緩や刀な苅みを

持ち店万らも全体的に角ばった感じで1士上げ
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ている。

8は、殻軸を含めだ面方ら螺襲巫あたりを

利用しだものと思わ杓るものである。入念な

団磨加工によって刀なり豆り込んでおり、厚

さは8mm前後と極めて薄く仕上げている。

全体の形状は、角ばっている。

テングガイ製 (Fig・20の10)

巻貝の殻口郎を和用しだもので初る。殻口

音Bの厚さ、形状等の言者特徴よりテンワ刀イと

思いれる。打ち欠いて素内オを取徊しだ後、石月

麿によって仕上げるガ徹底しておらげ、上下

の水管溝付近は素材面を残弓。

主体的に重厚で質感ガある。孔内径は7.55

X5.3cmである。 0-7 III籠の出土である。

イモガイ製 (Fig・20の6)

複合使用の貝諭である。アンボンワロげメ

万イの螺豆負郎に接百る最も径の大きい巫分を

輯切り Iこし、さらにそ叩を約 ½Iこ裂き両飼縁

の中央圏付近に1」1孔（径3mm)を穿つだもの

である。 5しは、内｛則力も穿た刀、左飼に11酋

石｛則にはそ刀と対飩苔る位置に11固、その下

に更1こ径1.5mmのI」I孔万ある。

加工は、同縁あよび外面は研磨によって仕

上げる力‘、外面は十分にいきとど力汀螺頭部

に殿も接可る郎分には、戸ンボンワロザメ刀

イ特有の斑点文様を残汀。 （感本勲）

PL.22オオッタノI¥ガイ・オオベッコウガサガイ製貝輪

PL.23ゴホウラ製貝輯未製品・テングガイ製貝輪

PL.24イモガイ製貝輪

PL.25ゴホウラ製貝輪
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D. ヤコウガイ製匙

ヤコワ万イを素朽として、その素村の保有

百る自然曲面を螺旋万同に沿って切りとり、

スプーン状1口刀D丁しだ製記で言t4点の出上万

ある。

内1点は幼巨で CFi g・21の1)、他の3
点（同図2~4)は成貝を使用している。

3~4は、完形吊である万、 1~2は柄祁

を欠矢し、身部のみの欠損品である。

これらの甚吊は、素材方ら切り取った後＼

桐部を作り出し全1本形を形づくる。その後伍

磨加工を臼店う万、この場合周縁全体に研磨

を施百工程と、素材の外面に有ける肩郎の防

（螺旋状の稜）に研磨を施汀工程力冴うる。

削者の工程は標呈4点の全てに行なわれて

いるガ、後者の工程は、 3は極めて入念に行

なわnているものの、他の3点はこれに比d

ると比較附圏単に仕上げられている。

各刀の出土区・屈位は次のとおりである。

1 . 0-3 II層

2. 表採吊

3. J-10 VI層

4. し-9 V麗

（硲本勲）

PL.26 ヤコウガイ製匙

/
1
 

•

>

l~J 

u 

2
 

3
 

Fig_ 21 ヤコウガイ製匙
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石製品

Fig・22の1は、粕板岩製（？）の製吊で、平

面形はドンワリ形を呈し、扁平である。ほぼ

中央祁分の両卿こ挟りを入れだ製吊で⑦る。

表裏面および悶縁とも研磨によって仕上げ

ているガ、周縁郎に比して表裏面は似ばしも

丁寧とは言え可自然面を残可ところガ多い。

0-9ワリッドII層の出土である。

2.0X3.6cm 
同図2は、小判形の扁平な自然石のほぼ中

央より上万に径3.5mmの孔を穿った製吊であ

る。表採資料である。

2.55X4.7cm 
（盛本勲）
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Fig_ 22石製品

PL.27 石製品

土製品

土製匙 (Fig・23)

2点の出エガある。

両者とも手づくねで作られてあり、摺頭喪ガ

明際である。

1は、梱部を欠失可るガ、上面観は隅丸方

形状を呈し、底は鍋底状をな可。

標吊は、身と柄郎ガ別刃に作ら打てあり、

身を作製しだ後、その長軸の内側に柄を貼り

付けて製作しだことガ窺われる。

長さ5.8cm、最大幅5.4cm、最深2.5cmを測る。

K-4、V層の出土である。

2は、底、周縁の一郎を欠失可るガ、身・

桐ともよく残し、その全体形ガ把握できる。

上面観は、長楕円形を呈し、底は舟底状を

な可。製作は、 1とは異なり、身、柄部とも

一挙に仕上げている。

本標吊は、柄郁の形態に若干の相異は見ら

れるものの、その全体形は貝製出の項で述べ

だヤコウカ、イ製匙と酷似しており、それを模

したものであろうことガ推察される。

同様な製吊は、柄部とその近くのみの欠損

昂ではあるガ、本貝塚に近接可るナ万ラ原西

貝塚においても1点出上している。

長さ15.2cm、最大幅7.2cm、最深4.1cmを測

る。

N-11、V層の出土である。

（怪本勲）
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Fig_ 23 土製匙
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PL.28 土製匙

PL. 29上・土製匙

ガラス小玉

5X6mmの構円形を

呈可る小玉で‘、中央に

径2mmの紐を西可5し力令

穿だnている。

両躙は、砥磨によっ

て仕上げられており、

平坦面をな可。

色調は、不透岨な青

色を呈可。

0-7、IX層の出土

である。

（磁本勲）

下・ヤコウガイ製匙

◎
I

四
0 l cm 

い」口」
Fig_ 24ガラス小玉

PL. 30貝類の出土状況
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自然遺物

A. 貝類

膨大な出土量万涜る力や、まだ未整理の段階

に涜り、種ごとの数量関係、あよびその構成

比については不粗である。

し力‘し、発掘胴査8寺および採取さ冗たもの

について概観しだ限り、 Pし.30に貝ら刀る

ように、その主体をな可のは、サラサバテイ、

ニシキつズ刀イ、いラリキワズカ、イ、ヤコワ

刀ィ、チョウセンサザエ等の岩五焦性巻貝の類

と、 I:::::メジャコ、ヒレジャコ、シャニウ等の

剖間帯下囲瑚礁および岩悛・岩礁に棲息dる

大型貝の類である。

この中でも特に自だつのは、シャコ刀イ科

の上記3種と、サラリバテイで克る。

こ杓らは、貝塚前面に広万る旺憫礁で採！甫

さ杓たようで、当時の副食物として力なりの

ウェイトを占めていだようである。

B. 獣、魚骨類

獣、魚骨類もまだ末整理の段階であり、各

各種の祁位ごとの数量関係、あるいはそれか

ら推定さnる最少醐本数、その構成比等は不

明である。

発掘時にワリッド別および層位別、レベル

別に採取されたものについて概観汀る限り、

獣類では陸獣のイノシシ、屈棲罪乳類のジュ

ゴン、は虫頚のカメ類等万主体をな可ようで

ある。

魚類では、囲覇憔域に棲息芍るブダイ類、

ベラ類、タイ類など万自だつ。

この他に、ウニ類（おそらく！＼フンワニで

⑦ろう）、カニ類の鉗脚（鋏部）等も出上し

ている。 （屈本勲）



まとめ

貝志原貝塚は江纏の原始時代遺跡として最

も典塑釣な例のひとつで⑦ると共に＼多くの

要素を僅えた堕力‘店内容をもつという点で特

異で⑦るといえる。可なわち、観刀の要素は

；印縄原始時代のいろいろな時期の内容や特色

をよく表杓しており、それ万一箇所で重なり

合って集約さ杓ているので涜る。

本文の各項で紹介してきだことではある力ゞ

あらだめて要約汀ると次のとおりである。

1 . 洒岸低地（砂丘）に立地すること。

島の南詞の広い緩斜面を後背地にひ力‘え、

前面の剛廊焦に団まれだ還浅のラワーン（礁

憫）を王な生業の場として生活していたこと

ガ理解される。ラワーンをその集団の生業領

域として重視可ることは、特に弥生時代相当

期（江縄後期の前半頃）によくみられる。

具志原貝塚力‘ら出エけるあびだだしい量の

大形貝や魚骨は＼；魚オ労技術や労働力編成の一

定の同上に支えらオ1た汚発な魚拐経済の展開

を示している。し力‘し一万ではイ／シシ骨の

出上も比較的多く、山野にあける狩猟活動も

伝統的に続けられていたようである。ただし、

原始時代に印江島にイ／シシ刀自然生息して

いた力‘、それとも他の甕力‘ら得だの力は末解

決の課題である。

2. 複数の時期の文化層が重複していること。

これまで印江息においては蠅文後期（沖縛

前期）の遺跡ガ最も己いとされてきだ。遺跡

の数は力‘なり多い方に属可るのであるガ、そ

の殆んどはイ罰別に形成されている。具志原貝

塚では、これガ縄文前期にさ力‘の1まる層ガ最

下層に位置し、縄文後期さらには弥生時代相

当期にまで続くという、時期区分上の明快な

層の重なりを提示可ることとなつだのである。

それは志た、伊江島にあける新石相時代の

上限を、さらに古く湖らしめだという意義を

も有しているのである。

3. 移入弥生土器の出土が語る南北の交渉

1963年の呉志原貝塚にあける弥生工拒

(; 頁玖式＝山／口式）の発見は、；中麗老古学
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研究史上画期的な「事件」であった。そして

合まだ、これまで宇堅貝塚でわび力に細片1
片の発見関で涜った弥生土養のひとつ「免田

式エ桑」ガ、貝志原貝塚で新だに数片得られ、

九州との交渉ガいっそう確実なものとなつだ

のである。そ杓は弥生工祀のほ力に、迎に九

州へ移出されたコ、ホワラ貝製腕輯や半製吊店

どの類例ガ数名く出土していること力‘らも明

ら力‘である。

この南北交渉の確認は、それ巳体ガ寸た新

だな課題をもだら可こととなつだ。 1包別直接

的には、九り1111人あるいは南島人の相手万への

直接の渡航力‘、そ杓とも島刀と人刀の手を経

て「伝えられだ」ものなの方。さらには南鳥

ヵら九州へ窪ばれていったコホウラ貝は、彼

地で腕輌となっているので⑦るガ、南島へも

ち込ま叩だ弥生土萎はい力なる麿味をもつの

であろう方。エ萎それ自体と、容萎の中身の

いすれ万已的物であったの力‘考察を追めるべ

き周題である。

もうひとつ九州弥生人との（酉接又は間接

の）交渉は、打会の総1本としては南息刀どの

ような影聾を受けだのであろうガ。とり杓け

弥生時代の基本的な要素で涜る稲作と金属墜

の伝来および普及の有無は、その後の社会と

文化の展開に重大な影響を与えるとみらnる

だけに、弥生土担の発見ガ九州との伺ら力¥の

つ店ガりを示しているという事実は、いささ

力も軽視できないのである。

さらにまた、特に娯玖式＝山ノロ式系あよ

ひ免田式系に限られているという南島の事実

は、迂に見れば九州弥生上祀文化の、あるい

はその担い手たる集団の当時の九州における

状況を反映していないだろうか。外威へ展開

し交渉圏を拡大していくという傾向ガ強いよ

うに思われるのである。

3. 弥生時代相当期（沖縄後期）の生活の多

様化を示す種々の遺物の出土

土指の中に力‘なり小型のものガあり、まだ

夜光貝匙を模したものもある。貝製品は特に



種類が多く、自然の素材の特質をよく生かし

だ匙、腕輔、里飾などガある。その他に骨拐

などもある。これらのいくつかに伝統的なも

のが含まれるものの、量の増加ともあわせて

ある程度の生活の多様化、活性化ガ感じられ

る。まだ、これらの資料は当時の人刀の日刀

の暮らしと社会の様子を推し祠る上でも有効

である。

4. 沖縄後期土器の底部形態 尖底から平

底へ の変化をめぐって

沖縄後期工指を底部形態のみで大きく分け

ると尖底と平底（特にくびれ平底）の2樺あ

り、多くの遺跡で両者ガ混在して得られてい

る。

その前後関係については、江縛後期後半に

はくびれ平屈だけになるという事実まではお

さえられてきだガ、いすれガ初出力‘という事

はなお不明であっだ。し力し近年の伊是名村

具志川島遺跡西地点、伊江島ナ刀ラ原西貝塚、

同島阿良貝塚などで尖底丞形ガ殆んどを占め

る例ガ知られるようになった。合囮の具志原

貝塚西区も尖底で占められている。

これらのこと力も、沖縄後期工丞は尖底ガ

初期の萎形であること、阿良貝塚や貝志原貝

塚の例ガらその時期は弥生時代中後期頃（絶

対年代上のスしの可能性は考慮を要芍る）に

あだることなどガ明らかこなってきだといえ

る。

5. 生活地域と墓域

貝志原貝塚一帯は食料資源の氾への依存度

の高さもあって、縄文時代前期以来の集団に

生活の適地として利用されてきだ。縄文期に

はなだらガな赤土平坦地ガそのま志粗岸へと
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至る低地に居住しだガ、弥生相当期には砂丘

ガカ‘なり発達して活岸で高い砂丘堤万形成さ

れ、その内1則の斜面に居住をしたもののよう

である。

弥生相当期には大形貝を大量に採取し、居

住地にあいて食料に供可ると共に、その殻を

容萎や装身具の重要な素材としだ。遺跡空間

における貝殻の密集地点、アンボンワロザメ

貝の集積地点の存在は空間の使い分けを表わ

している。特に戸ンボンワロザメは貝札など

の素材として、まとめて管理されているので

あるが、規則性をもっだ集積のもつ意昧は物

理的安定性のみにとど古るの力、それ以上の

思想や観念に支えられだ意函的配列なの力は

検討を要可る。

一方、砂fiのI頁祁は墓戚空間で涜つだ。数

体の人骨ガ貝製副葬吊や特殊な答形の土拐と

共に検出されだのであるガ、集落に隣接しだ

別の世界の空間を併饂可るという構成を有け

ること刀判明したのは意義深い。

具志原貝塚の縄文期力‘ら弥生相当期に至る

うつりガわりを見ると、この伊江島南岸ガ原

始時代において、力なりの好適店生活地であ

つだことガわ力る。一方では、印江島の位置

万占める重要な特質にも思い至るのである。

南北の文化交渉史の中で、おそらく印江島

は殆んどの場合に何ら力‘の閲わりをもつ機会

に恵まれることガ多力‘つだであろう。その集

団のもつ王1本的条件のほかこ、このような環

境ガもだら可さまざまな可能性や制約という

ものも軽視できないことを示しているように

思われる。

（安里嗣淳）
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